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“南砺市福光 1番地はどこでしょうか”
　福光交流センター内の本棚を整理していたとこ

ろ、福光公民館に寄贈していただいた、福光町内の

各町内の歴史が記録に残されている本が見つかりま

した。各町内から寄贈された町内史は７町内あり、

以下に示します。

●寺町史略� 昭和 55年１月発行

●旭町五十年のあゆみ� 昭和 60年 12月発行

●すぎこしのあと（荒町町内会）

� 昭和 61年９月発行

●神田町 25年の歩み　� 平成２年１月発行

●栄町史誌　　　　� 平成 11年６月発行

●中央通り今むかし� 平成 12年 10月発行

●郷土史　わがふるさと・天神町

� 平成 12年 11月発行

●神田町 50年の歩み� 平成 28年４月発行

　この中で、一番古い寺町史をめくってみました。

その中で ､「（17）寺町は福光町土地番地の発祥地」

の項が目に留まりました。内容は以下の様です。

　「寺町は福光町番地の発祥地である。福光町の土

地番地は若林地蔵堂付近が最初であり、第１でそれ

から南方へ真っ直ぐに順次地番が付けられている。

そして若林の地名が付いている」と書かれていまし

た。

　これは調べなければと思い、地図を探しましたが、

最近の地図には１番地がありません。

　３番地、４番地が旭町にありました。その近くに

１番地があるはずと思いましたが、各種地図を調べ

ると、昭和７年作成福光地区耕地整理図面に１番地

がありました。

　現在どこかと調べると、旭町の最北地区で伝九郎

火地蔵尊があるところが１番地と判明しました。な

ぜ寺町に記録が残っているのだろうとの回答は、従

来の「寺町エリアは字名の若林地区を指し、現中央

通り（304 号線の北側）・寺町・旭町を含んでいま

した。」と、前寺町町内会長吉居さんに教えていた

だきました。

　旭町は昭和 10年に東西町・寺町地域より分離し

たことが判明しました。（旭町五十年の歩み参照）

伝九郎火地蔵尊については、別の機会に広報に載せ

たいと思います。その場所は “どんたくさん” の駐

車場になっています。
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いつついし自治会
１月町内会長会第 10回町内会長会

　１月 31日（日）、いつついし自治会第 10回町内

会長会を福光交流センターで開催しました。

１．武田県議から次のような話がありました。

・県の補正予算は、大雪によるビニールハウスや

鳥インフルエンザの被害に対応するほか、新型

コロナウイルス感染症の影響による経済支援に

充てます。

・大雪に対して南砺市の除雪はよくできていまし

た。東海北陸道の立ち往生については、連絡の

遅れや各機関の連携などに問題があり、今後の

課題となりました。

２．水口市議から次のような話がありました。

・小矢部市の鳥インフルエンザの感染に対して、

南砺市も消毒等十分対応をしました。

・消雪装置が水不足やセンサーが雪で覆われた

為、十分機能しなかった。

・警察署の統廃合の話が出ていますが、安心・安

全という観点から、十分議論していきます。

３．蟹野会長から次のような話がありました。

・火災が発生しており、注意してほしい。

・県警から、大雪による接触事故などが多発した

ので、今後も自動車の運転に十分気を付けても

らいたいという連絡がありました。

４．町内会長から、次のような積雪時に対する困り

ごとが出され、対応していくことにしました。

・雪を流す際、用水の流れが緩いのには構造的な

問題があるのではないか。

・用水に亀裂が入っているところがある。

・県道や国道で融雪の水が出なかった。

・公共施設の屋根雪の落下によって道路が塞がっ

た。未舗装のため除雪機が機能せず、一人暮ら

しの家が不便をきたした。

５．総務部から連絡事項がありました。

・火伏訓練が２月 22 日（月）９時 30 分から、

福光新町・味噌野町・川原町・東町で行われ、

初期消火訓練を実施します。

福光地域Zoom講習会開催
　１月 28日（木）福光交流センターにて、福光地

域 11地区の交流センター事務局を対象にして、な

んと未来支援センターから能登貴史さん、定村誠さ

ん、常本恵里佳さんの３人が来られ「事務局 Zoom

導入セミナー入門編」と題し、初級編の講習会を開

催されました。

　福光交流センターに来て参加された方 11 名と、

各交流センターから Zoom で参加された方 13 名

で行われました。以前から事務局長会議などでは

Zoomを使って何度か会議をされていますが、主催

者側になれるように事務員も参加しました。今回は

市から導入された設置機器の取り扱いやメンテナン

ス方法などの説明や注意点、使っていての疑問点な

ど丁寧に教えていただきました。参加者の皆さんは

次々と質問され真剣にメモを取っておられました。

　後日、上級編（配信編）も開催される予定です。

※ Zoomとは、パソコンやスマートフォンを使って

セミナーやミーティングをオンラインで開催する

ために開発されたアプリです。
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地域おこし協力隊卒業
　昨年４月から、地域おこし協力隊の金　

萍（キン ヘイ）さんが福光交流センターに

週３日在席されていましたが、１月末で地

域おこし協力隊を卒業されましたので、そ

れに伴い福光交流センターも卒業されまし

た。

　今後も福光にお住まいになるそうなので

皆さん宜しくお願いします。

2021 年 1月からの新しい町内会長
①町内人口　②今年一年の抱負　③趣味　④好きな TV番組　⑤最近感銘を受けた本　⑥好きな色

【東町】柴田　修（72歳）
① 115 人

②町内の方々の手助けになればと

思います。商売をしながら行動

しますので、ご迷惑をかけます。

③現在特になし

④推理ドラマ

⑤現在特になし

⑥緑 【新町】中田　文司（71歳）
① 154 人

②健康に気をつけ、明るく暮らす

こと。

③ドライブ

④プレバト・ドキュメント 72 時

間

⑤特になし

⑥ブルー

【観音町】舘　英二（64歳）
① 271 人

②町民の安心・安全を守り、気軽

に話せる会長でありたい。

③愛犬（サツキ・ジャック）の散歩・

インターネット

④ログ・ホライズン

⑤転生したらスライムだった件

⑥赤

【西町】池田　勉（65歳）
① 691 人

②まずは健康第一。そして、仕事

と町内会長を両立させ、町内に

貢献していきたいと思います。

③ゴルフ・音楽鑑賞

④歴史秘話ヒストリア、ゴルフ番組

⑤特になし

⑥オレンジ

【本町】中田　喜久（64歳）
① 106 人

②町内の人の健康維持

③特になし

④大河ドラマ

⑤特になし

⑥スカイブルー

【東新町】工藤　洋二（68歳）
① 51人

②特になし

③将棋

④特になし

⑤特になし

⑥特になし

【宮脇町】森田　義則（68歳）
① 85人

②健康に気を付け継続した運動

③山歩き

④ポツンと一軒家

⑤特になし

⑥藍色
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福光地区
３月行事のお知らせ

3/5（金）	 第９回そくさい会
� 午後１時30分より
3/10（水）	 第９回上映会
� 午後１時30分より
3/14（日）	 成人式
� 午前10時式典開始
3/18（木）	 福寿大学� 午後２時より
3/24（水）	 町内会長会� 午後７時より

福光の町内名の由来
　今回寺町の町内の区域由来が判明しましたが、天

神町町史「郷土史＜わがふるさと＞」に、福光 18

町内名の由来が書かれていましたので、数回に分け

て紹介します。

１．東町　本町の東方に位するのでこの称がある。
天保 11 年の村内町戸数は、東町 113 軒 ､ 上組

62軒 ､下組 51軒とある。

・鍛冶屋町　鍛冶金物店の後方に昔、鉄砲鍛冶が

あったのでこの称がある。ある説では、昔船頭

の舵取が住んでいたところだろう。

・新道　田辺魚店より南の東町から川原町に通じ

る道の付近をいう。

・大橋　福光大橋を単に大橋といいこのあたりを

さしたという。

２．観音町　大垣と末広町が合併して観音様がある
ところから名付けたという。

・大垣　大垣は崖上にある町ということで大崖と

いうのを「垣」の字を借りて大垣と称したもの

という。

・末広町　明治 33 年免許地が認可され、いつま

でも末永く栄える町ということで末広町とした

という。

・川原　天神町から観音町にかけて昔は川原で

あって川沿いの荒れた平地であったところであ

る。

３．中央通り　元東西町であったが、商店街の近代
化にともなって昭和 48年に東町と西町の中央に

あるからつけられた。

・東西町　東町と西町の中間にあるので東にある

西町ということである。

４．寺町　元　西本願寺福光別院があったのでこの
あたり一帯を寺町と名づけた。

５．旭町　昭和 10 年寺町からわかれて誕生した。
終日陽光に恵まれ ､風光明媚な地の利と未来の発

展を期して命名された。

・浦町　北のことを浦といったり、本通りより裏

になることから浦の町ともいった。

・若林　寿永のころ豪士福満五郎の家臣若林某の

居跡であったことから、この土地一帯を若林と

いう。（寿永年間は 1182 年～ 1184 年までの

期間を指す）

・細江　開拓された当時、細い江を掘り、用水を

取り入れて灌漑したもので、その地域一帯を細

江と称するに至ったものである。（若林の西側

の地区で今も字名が有）

・雪小屋　昔は下江用水から流れる雪をためて置

いたところで、熱が出た時などに使った。

・（氷室）　若林、笹塚線の排水の一角にあった。


